
新規事業採択時評価結果（平成１９年度新規着工準備箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 
東武
と う ぶ

伊勢崎
い せ ざ き

線
せん

連続立体交差事業 

（竹ノ塚
たけのつか

駅付近） 

事業 

区分 
  街 路 

事業 

主体 
 東京都足立区 

起終点 
自：東京都

とうきょうと

足立区
あ だ ち く

竹
たけ

の
の

塚
つか

六丁目
ろくちょうめ

 

至：東京都
とうきょうと

足立区
あ だ ち く

栗原
くりはら

四丁目
よんちょうめ

 
延長  約１．５ｋｍ 

事業概要  

 本事業は東武伊勢崎線の竹ノ塚駅付近を連続立体交差化し、踏切２箇所（ともに開かずの踏切）を除却する

ことにより、踏切事故の抜本的解消、安全かつ円滑な駅東西交通の確保等を図るとともに、周辺のまちづくり

を進め、地域の活性化・一体化を図るものである。 

 

事業の目的、必要性  

 東武伊勢崎線竹ノ塚駅付近においては鉄道が市街地を分断し、２箇所の開かずの踏切が駅東西間の主要な交

通動線を遮断している。また当該地区では、歩行者や自転車での東西交通が特に多く、安全で快適な日常生活

が阻害されている。平成１７年３月には、伊勢崎第３７号踏切にて４名が死傷する事故が発生している。 

本事業は、連続立体交差化によりこれらの問題を解決するとともに、駅前広場や都市計画道路の整備、交通

結節機能の強化、都市機能と土地利用の更新を進め、区北部の地域拠点として活性化を図るものである。 

全体事業費 約５００億円 踏切交通遮断量 約２６万台（人）時／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

 当該地区は、足立区都市計画マスタープランにおいて、鉄道立体化の推進が位置付けられており、併せて交

通結節機能の強化、地域商業の活性化、都市機能の更新により、良好な複合市街地形成を図ることとなってい

る。 

 また、東武伊勢崎線竹ノ塚駅付近の鉄道高架化早期実現を求める要請書が地元から提出されている。 

（署名人数２１６，９９３名）

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益：便益が費用を上回っている。 

 地元の要請状況、足立区の事業推進に係る取組状況から、円滑な事業執行の環境が整っている。 

事業評価結果 
 

総費用 ３１５億円 総便益 ４３８億円 基準年  

Ｂ／Ｃ １．４ 
事業費： ３１５億円 

維持管理費： 0.00億円 

走行時間短縮便益：３８８億円 

走行費用減少便益： ３５億円 

交通事故減少便益： １５億円 

平成１８年 

交通量変動 Ｂ／Ｃ＝１．５ （交通量  ＋１０％） Ｂ／Ｃ＝１．３ （交通量  －１０％） 

事業費変動 Ｂ／Ｃ＝１．３ （事業費  ＋１０％） Ｂ／Ｃ＝１．５ （事業費  －１０％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 Ｂ／Ｃ＝１．４ （事業期間 ＋１０％） Ｂ／Ｃ＝１．４ （事業期間 －１０％） 

評価項目 評価 根拠 

開かずの踏切の除却や道路交通の円滑化が図れる。 

開かずの踏切２箇所の除却による渋滞解消 

最大渋滞長：１００ｍ（伊勢崎第３７号） 

踏切交通遮断量（車両）：５９，６７９台時/日（伊勢崎第３７・３８号合計） 

踏切交通遮断量(歩行者・自転車)：２０２，１０１台・人時/日（伊勢崎第３７・３８号合計）

遮断時間：伊勢崎第３７号 １５．８時間/日、５８分３５秒/時間（ピーク時） 

：伊勢崎第３８号 １５．３時間/日、５７分３２秒/時間（ピーク時） 

渋滞対策 ○ 

都市計画道路（補助２６１号線）を地平で整備することが可能になり、新たな東西連絡道路に

より渋滞の緩和が期待できる。 

踏切事故の解消が図られる。 

事故対策 ○ 当該連立区間で、平成１７年３月に踏切事故（２人死亡２人負傷） 
踏切における死亡事故発生率１０件/百箇所・年（東京都内平均０．３４件/百箇所・年） 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
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歩行空間 ◎ 
歩行者・自転車踏切交通量は12,981人・台/日と非常に多く、東西間の歩行者や自転車交通を

分断している。更に駅自由通路、横断歩道橋の交通量は8,480人・台/日に及ぶ。踏切除却、

立体横断施設、駅部平面化により、歩行者・自転車交通の利便性、安全性の向上が図られる。

住民生活 ◎

拠点としての機能を高めるため、未整備である西口駅前広場の整備を行うことにより、現在

狭隘なスペースで利用されているバス、タクシー、自家用車などの交通利便性が向上し、交

通結節機能の強化が図られる。 

東西で分断されている生活圏が一体となり、商業・交通施設などへのスムーズなアクセスが

期待できる。 

地域経済 ○
歩行者・自転車等の地区内回遊動線の整備が可能となり、伝統ある沿道型商業の発展が期待

できる。 

災 害 ○
西口側では、基盤整備が遅れており細街路や木造住宅が多い。駅前広場整備に併せて、建替

えやセットバックなどの誘導が図られる。 

環 境 ○ 踏切渋滞の解消により、ＣＯ２排出量の削減が図られる。 

事
業
の
影
響 

社
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全
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地域社会 ○
足立区北部の地域拠点として、交通結節機能の強化、地域商業の活性化、良好な居住地の形

成など地域社会への貢献が期待できる。 

事業実施環境 ◎
竹ノ塚駅付近の鉄道高架化は、昭和５５年に地元から請願書が提出され区議会で採択されて

いる。それ以降も鉄道高架化を求める要望書が提出されている。足立区の重点施策に位置付

けられ、鉄道立体化基金の積立等、事業推進に向けた取組みがなされている。 

採択の理由 
 費用便益費が１．４と便益が費用を上回っており、着工準備採択の前提条件が確認できる。 

 また、当該地区では歩行者や自転車の東西交通が特に多く、２箇所の開かずの踏切の除却により、安全で円滑

な交通の確保等が図られ、事業の必要性・効果は高いと判断される。 

 地元、足立区などからの要請、事業推進の取組から、円滑な事業執行の環境が整っていると判断される。 

以上より、本事業を採択した。 
 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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凡  例 
ボトルネック踏切 
既立体交差化箇所 
鉄道平面区間 
歩道橋 
未整備都市計画道路 

Ｎ 

担 当 課：都市・地域整備局街路課 

担当課長名：松谷 春敏     

対象区間約１．５ｋｍ 


